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意
見
聴
取
調
書
に
は
、
法
第
五
十
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
証
拠
（
法
第
五
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
陳
述
書
及
び

証
拠
が
提
出
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
提
出
さ
れ
た
陳
述
書
及
び
証
拠
）
の
ほ
か
、
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
書
面
が

提
出
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
書
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

意
見
聴
取
調
書
に
は
、
書
面
、
図
画
、
写
真
そ
の
他
指
定
職
員
が
適
当
と
認
め
る
も
の
を
引
用
し
、
こ
れ
を
添
付

し
て
当
該
調
書
の
一
部
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

法
第
五
十
八
条
第
四
項
に
規
定
す
る
報
告
書
（
以
下
「
意
見
聴
取
報
告
書
」
と
い
う
。）に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

事
件
名

二

当
事
者
の
氏
名
又
は
名
称

三

意
見
聴
取
に
係
る
事
件
の
論
点

５

意
見
聴
取
報
告
書
に
は
、
書
面
、
図
画
、
写
真
そ
の
他
指
定
職
員
が
適
当
と
認
め
る
も
の
を
引
用
し
、
こ
れ
を
添

付
し
て
当
該
報
告
書
の
一
部
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
意
見
聴
取
調
書
及
び
意
見
聴
取
報
告
書
の
作
成
の
通
知
）

第
二
十
一
条

指
定
職
員
は
、
意
見
聴
取
調
書
及
び
意
見
聴
取
報
告
書
を
作
成
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
当
事
者
に
通

知
す
る
も
の
と
す
る
。

２

指
定
職
員
は
、
前
項
の
通
知
を
す
る
と
き
は
、
法
第
五
十
八
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
前
項
の
意
見
聴
取
調
書
及

び
意
見
聴
取
報
告
書
の
閲
覧
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
教
示
す
る
も
の
と
す
る
。

（
意
見
聴
取
調
書
及
び
意
見
聴
取
報
告
書
の
閲
覧
の
手
続
）

第
二
十
二
条

法
第
五
十
八
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
閲
覧
の
求
め
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
は
、
様
式
第
二
号
に
よ
る

書
面
を
、
意
見
聴
取
の
終
結
前
に
あ
っ
て
は
指
定
職
員
に
、
意
見
聴
取
の
終
結
後
に
あ
っ
て
は
委
員
会
に
提
出
し
て

行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
意
見
聴
取
の
期
日
に
お
け
る
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
そ
の
期
日
に
お
い
て
口
頭
で
求
め

れ
ば
足
り
る
。

２

指
定
職
員
又
は
委
員
会
は
、
当
事
者
か
ら
前
項
本
文
の
求
め
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
閲
覧
に
つ
い
て
日
時
、

場
所
及
び
方
法
を
指
定
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
当
該
当
事
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
納
付
命
令
に
係
る
意
見
聴
取
）

第
二
十
三
条

第
九
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
納
付
命
令
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
条

及
び
第
十
三
条
第
一
項
中
「
委
員
会
の
認
定
し
た
事
実
」
と
あ
る
の
は
「
課
徴
金
の
計
算
の
基
礎
及
び
課
徴
金
に
係

る
違
反
行
為
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
競
争
回
復
措
置
命
令
に
係
る
意
見
聴
取
）

第
二
十
四
条

第
九
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
の
規
定
は
、
競
争
回
復
措
置
命
令
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
第
十
四
条
第
三
項
中
「
法
第
十
七
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
八
条
の
四
」
と
、「
報
告
書
若
し
く
は
届

出
の
受
理
に
関
す
る
事
務
又
は
議
決
権
の
取
得
若
し
く
は
保
有
の
認
可
並
び
に
こ
れ
ら
の
取
消
し
及
び
変
更
に
関
す

る
事
務
」
と
あ
る
の
は
「
独
占
的
状
態
に
係
る
事
業
活
動
及
び
経
済
実
態
の
調
査
に
関
す
る
事
務
」
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。

（
認
可
の
取
消
し
又
は
変
更
に
係
る
意
見
聴
取
）

第
二
十
五
条

第
九
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
の
規
定
は
、
法
第
七
十
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
つ
い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
四
条
第
三
項
中
「
法
第
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
命
令
」
と
あ
る
の
は

「
法
第
七
十
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
」
と
、「
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
件
に
係
る
報
告
書
若
し
く
は

届
出
の
受
理
に
関
す
る
事
務
又
は
議
決
権
の
取
得
若
し
く
は
保
有
の
認
可
並
び
に
こ
れ
ら
の
取
消
し
及
び
変
更
に
関

す
る
事
務
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
決
定
又
は
こ
れ
に
係
る
認
可
に
関
す
る
事
務
」
と
、
第
十
六
条
並
び
に
第
二
十
条

第
一
項
第
六
号
及
び
第
八
号
中
「
審
査
官
等
」
と
あ
る
の
は
「
意
見
聴
取
に
係
る
決
定
に
関
す
る
事
務
に
従
事
し
た

職
員
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五

年
法
律
第
百
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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